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憧れる力
～あなたの憧れは生きていますか～

昨年度の入学式も今年と同じ４月７日でした。そ
の時、私は新入生（現在の新２年生）に対して「憧
れる力」を大切にしてほしいという話をしました。
実は、今年度の入学式のあいさつでも、この「憧れ
る力」だけは忘れずに伝えようと思い同じ内容を伝
えてあります。

私は、人が成長する上
で「憧れる力」は、とて
も大切な力なのではない
かと考えています。今年
度の目標を立てることも
とても大切ですが、その
前に、憧れる人、憧れる

職業、憧れる将来を心に描いてほしいと思います。
中学生という時期は、大人に大きく一歩近づく時期
です。中学１年生と中学３年生では、まるで別人で
す。人の一生の中でこんなに変化する時期はないで
しょう。この時期に夢をもっている生徒、周りの人
を見て憧れることのできる生徒は、本当によく成長
します。まず、憧れる人がいると自分もあんなふう
になりたいという具体的なお手本とイメージがあり
ますので、すぐにマネをして努力をはじめます。話
し方や表情まで似てくる生徒がいるほどです。そし
て、あんなふうになりたいと憧れているので、少し
くらい苦しいことや辛いことにぶつかっても、壁に
立ち向かい乗り越えてしまいます。いつも笑顔で
「ワクワク」しながら努力を重ねることが出来てし
まうのです。そして、どんどん努力を重ねる分、ど
んどん可能性が広がっていきます。そして、もう一
つ、憧れる力をもっている生徒は、人の良いところ
を見ています。良いところを見てもらえた人は、う
れしくなり、良いところを見てくれた人を好きにな
り、その人を応援し、手助けしてあげたくなるので
す。こうして憧れる力をもっている生徒は、周りの
人からも大切にされて、助けられ、どんどん成長し
ていくことになります。
中学生という時期の憧れは、その後の人生を左右
するほどの力と可能性をもっていると私は思ってい
ます。新２年生、新３年生の皆さん、あなたの「憧

れ」は元気ですか。力強
く羽ばたいていますか。
年度の初めに、もう一度
あなたの憧れを見つめ直
してあげてください。必
ず何かが動き出します。

新年度がスタートしました。新入生、新２年生、新３年生がこれからの美東中学校を創り上げていくことにな
ります。昨年度は、コロナ禍の中にありながらもすばらしい活躍を見せた本校でした。「美東PRIDE」という
テーマが多くの生徒の口から聞かれるようになりました。今年度、あなたは、どんなことにプライドをもって学
校生活を贈りますか？プライド（誇り）は人に与えてもらうものではありません。自分の行動と心が成長する過
程で生まれてくるものだと思います。何にプライドをもって頑張る一年にするのかを考えてほしいと思います。
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憧れ

魔法の４月を迎えて
～一瞬で起こる心の成長～

入学式に先立って行わ
れた始業式で少しだけ話
したのですが始業式のよ
うな始まりの日は大きな
変化が訪れる魔法の日な
のです。同じように始ま
りの月である４月も魔法
の月と言えるでしょう。

多くの人は、あまり意識していないかもしれませ
んが何か大きな変化が起こるきっかけは気づかない
ような一瞬から始まっていることがよくあると思う
のです。大きな成長は、１日や２日では達成できま
せん。前に述べた「憧れ」や「夢」を実現するため
には時間が必要です。夢が大きければ大きいほど時
間がかかるでしょう。しかし、人の気持ちは一瞬で

変わることがあるのです。「や
る！」と決めた瞬間、勇気を
もって「はい」と手を上げた瞬
間、夢に向かって人は動き始め
ます。ダメかもしれない「でも
絶対に諦めない！」と思った瞬
間が栄光に続く第一歩だったり
します。大きな成長は、一瞬で
起こる小さな気持ちの変化から
始まると思うのです。苦難を乗

り越えて偉業を成し遂げた人やオリンピックで金
メダルを獲得した選手の多くが「あの瞬間があった
から･･･」というようなことを口にすることがよく
あります。心は一瞬で成長し、飛躍することがある
と思うのです。そして、この気持ちの変化が生まれ
やすいのが始業式や始まりの月である４月なのです。

おそらく、学級開
きや教科開きで今年
度の目標を書いたと
思います。もう一度、
自分の書いた目標を
見つめ直してくださ
い。「この目標を絶
対達成したい！」と

いう気持ちが芽生えたなら、その一瞬が大きな変化
の第一歩になるのかもしれません。ぜひ、みなさん
の心に魔法をかけてください。一人一人に大きな可
能性が眠っています。その目覚めは一瞬で起こるこ
とがあるのです。新たな年度に一人一人の新たな挑
戦があることを期待しています。



運動場使用開始

これまで長い間、運動場が使用できず体育の授業
や部活動にも支障をきたしていましたが４月１日か
ら運動場が使用できる状態になりました。バック
ネットも完成し、野球部の練習環境も整っています。
４月からは生徒の元気な声が運動場から聞こえてく
るようになり嬉しく思います。この令和３年３月に
完成した美東中学校屋外運動場の防球ネット等は、

特定防衛施設周辺整備
調整交付金（防衛施設
周辺の生活環境の整備
等に関する法律第９
条）の補助金を活用し
て整備されています。
大切に使わせていただ
きたいと思います。

新たなステージへ
～美東ＰＲＩＤＥ･PASSION･POWER～

昨年度、私達は「美東PRIDE」を胸に部活動や学習
に取り組んできました。コロナ禍の中でも生徒のみ
なさんの「美東PRIDE」が輝きを失うことはなく素
晴らしい活躍を見せてくれました。学習面では、諸
学力調査で市の平均や県の平均を上回る結果を出し
つつ、運動面でも現在、本校には１１本の優勝旗が
あり、吹奏楽部は、グランプリを受賞しました。そ
んな中、昨年度は「美東PRIDE」のレベルアップを
感じさせる輝きがあったと思います。善行少年や沖
縄県児童生徒表彰、沖縄市教育委員会表彰児童生徒
の部で本当に多くの生徒が表彰されたことです。こ
れらの表彰は、試合に挑んだものでもなければ表彰
されることを目的に行ったわけではない行動や活動
が周囲から評価され表彰されたものです。これは、
正に「美東PRIDE」をもった生徒の行動が、それを
見る者に感動を与えた結果だと思うのです。本校に
は「美東PRIDE」の他にも２つの「Ｐ」があること
に気づいているでしょうか。入学式や始業式に体育
館に掲示し、美東キャリアノートの表紙にも書かれ
ている「美東PASSION」「美東POWER」です。今回
の美東中学校の生徒の行動が評価されたことは「美
東PRIDE」が感動「美東PASSION」を呼んだ結果だと
思うのです。

「美東PRIDE」は、周りの人から与えてもらうもの
ではありません。生徒一人一人の心から生まれてく
るもののはずです。「美東PRIDE」をもった生徒一
人一人の誇りある行動が感動「美東PASSION」を呼
び、その感動が私達を支え、周囲を巻き込んで、大
きな力「美東POWER」となっていくことに期待した
いと思います。「美東POWER」は、単に「強い」と
いうことではなく「誇り」と「感動」つまり「美東
PRIDE」と「美東PASSION」に支えられた力でなけれ
ばならないと思うのです。

美東キャリアノート
～この１ページから始まる物語～

美東キャリアノートの記入が始まっていると思い
ます。１日の目標や１週間の計画、ふりかえりを記
入しますが「夢や目標を書くこと」「自分の行動や
気持ちをふり返ること」の大切さを理解して取り組
んでほしいと思います。

よく、偉大なスポー
ツ選手が小学校の時、
書いた作文がテレビや
ネットで紹介されるこ
とがあると思います。
昨年度の学年開きで私
が紹介した大谷翔平選
手やイチロー選手も小
学校や中学校で既にプ
ロ野球選手になること
や大リーグで活躍する
ことを書いています。
そのことに多くの人が
驚きますが本人たちは、
夢と正面から向き合い
一歩一歩その夢に向

かって歩んできただけのことで特別なこととは考え
ていないようなコメントも同時によく耳にします。
自分の夢に向かって一日一日を大切にし、努力を重
ねることは簡単ではありません。だからこそ「自分
の夢や目標を書き」「それに向かって何を努力すべ
きか」「今日、何を頑張るべきなのか」をいつも考
えていることが大切だと思うのです。しかし、書い
た通りに、思い通りに努力を重ねることができるな
ら簡単なことです。でも「なぜうまくいかなかった
のか」「なぜ心が折れそうになるのか」をふり返る
ことが本当の意味で最も重要なことだと思うのです。
この繰り返しが心を成長させ、努力出来る自分をつ
くりあげていくのだと思います。
昨年度、学級担任に美東キャリアノートを見ない
でほしいとお願いした卒業生がいました。もちろん、
その生徒は美東キャリアノートを書きたくなかった
からそんなことをお願いしたのではありません。そ
の生徒は、誰よりも、毎日、丁寧に美東キャリア
ノートを書いていたのです。しかし、自分の憧れる
姿を描き、夢を正面から見つめ、自分の心と正直に
向き合っていることが記録されているノートを他人
に見られたくなかったようです。そこには、自分の
弱い心や情けない気持ちと正直に向き合う姿が書か
れていたはずです。しかし、自分の夢から目をそら
さず、自分の弱い心からも目をそらさなかったその
生徒の美東キャリアノートは、一歩一歩、夢の実現
へと生徒を導いてくれたようです。その生徒がノー
トの片隅に書いた将来の夢と目標は、目指す高校へ
の合格という結果につながっていきました。夢や目
標を書くこと、自分をふり返ること、これまで何度
となく繰り返してきたことのようにも思えますが本
気で自分の夢を見つめ、正直に自分の心と向き合う
ことは簡単ではないように思います。幼い頃には見
えていなかった夢に続く道の険しさが見えてくる中
学生である今だからこそ自分の夢と本気で向き合う
ことが大切だと思います。

美東PRIDE 美東PASSION

美東POWER

誇りと感動に支えられた力


